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多いので,本稿では,合衆国における現代予算過程論を概観しておこう｡J.0'





























の源泉｣となった5㌔ この点は, 合衆国の行政学者たちが指摘するように′ ス
ポイルズ .システムの伝統れ とくに地方財政において限づよく立配したこと
と関係しているoL.D.ホワイ トによれは ｢スポイルズ .システムという語は,
1832年マーシィ上院議員によって用いられて以来,合衆国の日常語 となってい
る｡もっともふつうの場合には, それは,業練評価制度 (merltSystem)や資
格制度 (丘tness)にもとづかず, 政党または党派の縁故 ･人脈にもとづいて公
的検閲への任用をおこなうことを指す｡ この意味においては,本来は縁故採用

















6) LD Wh工te,SpoilsSystem,Encyclopaedw of theSoc7LZIScTenCe5. 1933,(E.R A
Selgman良A J_Johnsoned)p301

























8) 7L,ソ･シック｢PPB-の道 予算改革の諸段階｣,F JLyden& E一° Miler,Planning












































｢住民のニーズにもとっ く計画化｣ とい う立脚点から,予算制度改革の重点
らく後景にしりぞいた｡
ソ ックがいうように. ｢進行中の活動の (管理)および支出の 〈統制〉 とい
う二つの機能が,過去においては計画機能に優先 していた｣11)ので あるが, こ
こにいう (統制) とは, ｢業務を遂行する職員を上司の定めた方針や計画に従
わせる過程｣12)を指し, (管理) とは′ ｢蘇記されたEl標をプログラム化 して
特定のプロジェクTlや活動にすること,承認されたプT=グラムを実施するため
の組織単位を設計すること,それ らの紐.織単位に人員を配置すること,そして
必要な資源を調達すること｣18)であった｡いわば く統制)早 (管理)は, (計画
策定)の手段にすぎず,計画策定における目標の決定と, 目標達成のための代
10) D NovICk,cd,PTDgrY11γEBudgeting,HarvardUP,1965,p 81i
ll) 7レ/ ノック,前掲論文,32ベーン｡
12) 同上,33ベ ー ン.















































業家′専門職者など- ｣から成 り,彼 らは⊥方で不正な機構やスポイルズ ･


























































多 くの省庁 もそれにつづ くよう奨励された｡PPBSの諸計画を監督することに
なっている予算局が.実際には PPBSの主要な利用者となった｡ 少数の階級
意識をもった上院議員 (たとえば WllamProxmlre)はそれに賛成 したが.
ほとんどの国会議員や政府機関の長官たちは, この制度に敵意を示すか,ある
いは無関心かであったOすなわち, こうした政策分析は.有力な政府機関の関





























24) A Wldavsky, 777efbZLCm 0/ (heBudgeLaァッ P 7tJCe55,1964 小島昭訳 ｢予算粛成の政
治学｣勤草善房,1972年,9ぺ-y｡
25) 同上,10ペIi,.






















































30) 例71は a reportoftheNatw7ZaZBureauofEconomicReseaTlh,New Yo7･k,Pdhc
F L72anCeS NeedJ,ASou7YeS,a77dUiiZ75at10n.1961
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面か ら把握 L,議会,地方 自治,産業自治 (国有化をふ くむ),協同組合など,
議会を中心 とした分節的な民主主義の構造をつ くりだす よう主張 したal)a
今後の予算制度改革構想は,議会制民主主義を補強するい くつかの分節を強
化 し,総合的なニーズの把塩についての限界を打破す るとともに,官僚機構に
かわる民主主義的な内部統制機構をつ くりあげる方向にすすむことになるであ
ろうa2)｡
31) 清水修二,財政危蛾と多面的社会改良構想,｢財政学研究｣1979年第2号,10ぺ- i/｡
32) 小島 昭,漸変的意志決定と財政民主主義,｢El本財政学余罪36E]大金研究報告要旨｣1979年,
17-18べ-y｡ここで小島氏は日本の場合について,｢政治･財政システムの分節化と協議シス
テムの導入｣として, a)各省間協義システムの導入,h)国と都道府県および市町村間の分節
化と協議システムの導入,a)参加の-形体としての課金の改革 (議会を予算政策に対する蓉叢
の場として復権し各常任重恩会の分権化,予算,財務に関する総括蕃議蚕見合の設匿),a)財政
オソプズマ/制度の導入D
